
鹿児島県大隅地域振興局農林水産部 

曽於畑地かんがい農業推進センター           

     農業普及課         重 光雄 

 水で切り拓く 

  有明茶IPM研究会の輸出挑戦 
 



背景① 志布志市有明町の茶栽培面積 

鹿
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（H24：農林水産省） 

宮
崎 
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順位 県名(千ｈａ) 

１位 静岡県（18.5） 

２位 鹿児島県（8.6） 

３位 三重県  （3.1） 

順位 市町名(千ｈａ) 

１位 南九州市（3.4） 

２位 志布志市（１.２） 

３位 霧島市 （0.7） 

表１ 鹿児島県の茶栽培面積 

表２ 有明町の茶栽培面積(県内) 

有
明
町 

２位 鹿児島県（8.6） 

２位 有明町（0.9） 



背景② 畑地かんがい施設の整備 

ダム 
ファームポンド 
（貯水槽） 

茶園 
（スプリンクラー） 

大規模畑地かんがい国営事業（Ｓ59年～） 
 

     作物の安定生産・高収益作物導入 目的 



 背景③ 研究会組織の設立・育成 

（Ｈ２１年 実践・志向農家21名） 

課題共有・解決の迅速化・地域波及 

総合防除実践農家 

微生物農薬 

目的 

高圧水風防除機 黄色ランプ 

研究会ロゴマーク 

ＩＰＭ研究会設立 



有明茶IPM研究会の取り組み（H21～） 

１．発生予察（要防除水準，防除適期の把握） 
 

２．ハマキ天敵などの生物資材の活用 

３．散水によるクワシロカイガラムシ密度抑制 
 

４．黄色ランプによるチャノホソガ被害抑制 
 

５．高圧水風防除機によるハダニの密度抑制 
 

６．土壌物理性・化学性の管理による樹勢維持 

  と病害虫発生 
 

７．アグリサーバーによる農業情報の活用 
 

                          など             

 





会員のＩＰＭ意識の変化（予察） 

IPMの基本である観察・予察が浸透 

１．カンザワハダニ 

  密度を観察（いそうな場所） 

      ↓ 

  寄生葉率10％以上は防除 
 

２．クワシロカイガラムシ 

  生育の劣る場所の調査 

      ↓ 

  寄生枝２割以上で防除 

                など 



寄生部位，被害甚大，ふ化期の防除，農薬費 

研究会 最大の課題＜クワシロ対策＞ 

樹幹内に多量の散布が必要 

    薬剤名 農薬費 (1千㍑/10a) 

プルートMC 20,260円 

アプロードエースF 6,426円 

アプロードF 4,956円 

スプラサイド乳剤 4,348円 

発
生
量

クワシロの発生消長

ふ化幼虫

４ ５ ６ ７ ８ ９ １０

第一世代 第二世代 第三世代



・昼間12時間の10分散水→20分止水の間断散水 
 

・第三世代ふ化開始時期から２週間の散水でふ化抑制 

クワシロの散水防除技術（宮崎県） 

散水によるふ化抑制（宮崎茶支成果情報より） 



効果・節水などの実証 (会員21名) 

ふ化が揃う第1世代で散水 
 

・慣行防除や無防除との比較 

・夜散水  vs 昼散水 

・7日間散水 vs 10日間散水 

・散水ノズル検討 

・2年目の効果    など 
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散水防除 慣行防除 無防除

第1世代
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幼虫の死亡率約8割 

実証結果① 散水効果 

注１）散水条件：10分散水20分止水を12時間。散水強度3.5mm/h。 

  ２）雄繭発生程度は佐藤（2007）に準じる。 

  ３）慣行防除は第一世代ふ化最盛期にアプロードF 千倍希釈，千㍑／10a。 
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高い効果 


